
おさしづは宝　　刻限中心編・明治三十三年
明治三十三年九月十四日　夜九時
刻限の御話
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
アヽヽヽヽヽヽヽウンヽヽヽヽ
やれ／＼／＼、あゝやれ／＼／＼、まあ、あちらへ廻りこちらへ廻り、どちらにもあちらにも、皆々さあ／＼、まあ一寸早く話したい。どういう話したいなら、早く古い話したい。これまで刻限にしたいと思えど、出けん。どうやらそれ／＼道理言わにゃならん、聞かにゃならん。これでは放って置けん。皆一つ寄りたる。こうもせにゃならんどうもせにゃならんと、今夜という今夜寄ったる刻限九時という。程無う刻限移るから、くどい話する／＼。どうこう古い中には、あれこれ現場目の先にした事はして居る。なれど、古い事は、ほんにと知ってる者は無い。ほんの二十年二十四五年は知って居る。これから後の十年以来というは、とんと分かりて分からん。書いて筆に残した事は無い。実際は十七号ふでさきという、珍しいものがあるそうな。見たいなあ、聞きたいなあ、これはどうも見とうて／＼、聞きとうて聞きとうてならんというは、世界に多分ある。なれど、容易に見せる事は出けんで。又真に聞きたいと言う者には、そら聞かさにゃならん。なれど、うっかり出せん。天然と諭したる。ぼつ／＼は天然という。昨日や今日に出たもの天然と言えん。天然外したら、一も取らず、二も取らず、何をしたんやらと言わにゃならん。皆々今夜という、今夜は古い中一寸古い話、俺等はこう思う、と言う者あってはならん。古い処は筆取ってないから、道理聞き分け。どういう道から成り立ったる。最初という、三十七年前、その前又長い。三十七年後の者知ってる者一つも無い。ほんの、話にそうであったそうな、と言うだけ。実際見た事は無い。難儀苦行の道は分からん。よう聞き分け。三十七年古い俺等どうや、俺等こうや、影姿無かった。後々難儀は話だけ。皆心に治まってないから、聞いたゞけ。今勢から取り締まり、万事仕難くい。これも古い話、刻限と諭したる。天然というは、皆いつの刻限にも一筆なりと言うてある。三十七年後尋ねてみよ。日々替わり合うて来る。替わり合うて詰める。暑けりゃ、ふわら／＼と扇使いしてでも尋ねらる。又寒けりゃ大火鉢に大き火を起してなりと、尋ねてみよ。嘘は無い／＼。聞いた事は忘りゃせん。これだけ話、早く／＼と思えど、どうもならん。ふでさき証拠。今年先十年二十年先の者成ってから、話というは、実際その場／＼であら／＼分かる、昨日はどう明日はどうと尋ねてみよ。昨日はどうしたこうしたと言えば、分かる。今の事権力あってはならん、微力では行かん。神の道が止まって了うてはならん。艱難苦労、教祖存命中、先々映りたる。どうでもこうでも、天然で成り立ったものは、何処から眺めても曇り無い。どんな者が見ても水晶玉の如く、どんな者でもこの道理の一つに集まる。よう思やんしてみよ。これこんなぐらいで神の道止まりて了てはならん。一つの道理に、三十七年後の影も姿も分からん処からの道楽しんでくれ。踏み被ぶりありてはならん。よう聞き分け。一年でも古い者、後の現場見て居る。新らしい者は結構だけ知って居る。話聞いたゞけで現場分からん。取り持ちという、取り成しという、皆々あちらから持たせば、一つの力、こちらから持たせば、一つの力。あちらこちら四方力と成ったら、六方八方と言う。そうしたら、どんな事したとて、どんな風吹こうとも、倒けそうな事は無い。これは天然と言う。偉い事出けた。六十年という古い道、何処から眺めても彼処から眺めても、出けて来たら世界の玉と言う。それからだん／＼伝える。又、刻限追々する。元へ話を返る。三十七年何も影姿無かったもの。どうもせにゃならんこうもせにゃならん、というは、これは神のしんのはしらと言う。神の力薄いものである、細いものである。なれど、どんな事あっても動かんは、神の道／＼。どうなりこうなり、その日来たい。又そこえ／＼、土台出けたる／＼。あちらにこちらにも、土台出けたなあという。こら雇うてするやない。又価出してするやない。これは天然の理として独り出けて来るで。今の刻限は、これで一筆止め置くと言う。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

アヽヽヽヽヽヽヽウンヽヽヽヽ
やれ／＼／＼、あゝやれ／＼／＼、まあ、あちらへ廻りこちらへ廻り、どちらにもあちらにも、皆々さあ／＼、まあ一寸早く話したい。どういう話したいなら、早く古い話したい。これまで刻限にしたいと思えど、出けん。どうやらそれ／＼道理言わにゃならん、聞かにゃならん。これでは放って置けん。皆一つ寄りたる。こうもせにゃならんどうもせにゃならんと、今夜という今夜寄ったる刻限九時という。

(アヽヽヽヽヽヽヽウンヽヽヽヽ
やれ／＼／＼、あゝやれ／＼／＼、まあ、あちらへ廻りこちらへ廻り、どちらにもあちらにも、真実誠の神の道を早く知らしたい、皆々に、さあ／＼結構な先々の道を知らしたい、まあ一寸でも早く話したい。どういう事を話したいと言うなら、結構な末代の道を通ろうと思えば、一日も早く古いひながたの道を運んでくれるようと話したいのや。
これまでも刻限の理によってそれだけの事を知らしたいと思えど、時旬が来ないから出けなんだ。出けんからと言って、手遅れになってからでは遅いから、どうやらこうやらそれ／＼に分かるよう、天の道理を言わにゃならん、聞かさにゃならんという事であった。
それによって、これでは放って置けんと承知をさせなければならなんだのや。世界救けの為の真実誠の道の台とする為に、速やかに神の話を聞き分けて心改める理を皆一つに寄りたる道である。
もう積もり積もった時旬の理が来てしまったから、速やかにこうもせにゃならん、どうもせにゃならんという理が、今夜という今夜の皆々が寄ったる刻限の理であって、夜の九時と言うのや。　

程無う刻限移るから、くどい話する／＼。どうこう古い中には、あれこれ現場目の先にした事はして居る。なれど、古い事は、ほんにと知ってる者は無い。ほんの二十年二十四五年は知って居る。これから後の十年以来というは、とんと分かりて分からん。書いて筆に残した事は無い。

(時旬が来た事によって、程無う刻限通りの事情に移るから、速やかに心を改められない者は通るに通れんようになってしまう、それでは可哀そうやからくどい話をする／＼のや。
ここまで来る間のどうこうという古い道の中には、又あれこれという今までの道の現場の中には、目の先〈一寸した先の見通し〉に成るような事はして居るのやで。
なれど、長い年限尽くし果たした教祖ひながたの道のような古い事は、何もかも捨てて神の思惑通りの道を運んで年限経たなければ分からないのやから、実際に運んでみて、ほんに結構な道だという事を知ってる者は無いのや。
この道の初めの頃のほんの二十年や二十四五年の事は、誰も皆知って居るであろう。これから後の十年以来の道〈神様を信じて、神様の思惑通りの道を貫こうとする真実誠の十年の理を受け取って下さり、心通りの結構な末代の道に成るよう神様が連れて通して下さる理〉というは、とんと分かりて分からんのや。
それもその筈であって、これまでは詳しく書いて筆に残した事は無い。)

実際は十七号ふでさきという、珍しいものがあるそうな。見たいなあ、聞きたいなあ、これはどうも見とうて／＼、聞きとうて聞きとうてならんというは、世界に多分ある。なれど、容易に見せる事は出けんで。又真に聞きたいと言う者には、そら聞かさにゃならん。なれど、うっかり出せん。天然と諭したる。ぼつ／＼は天然という。昨日や今日に出たもの天然と言えん。天然外したら、一も取らず、二も取らず、何をしたんやらと言わにゃならん。

(これから始まる実際の道は十七号のふでさきどおりの道に成ると言うて置くが、新しい神の道には、これまで見たことも無いような珍しいものがあるそうな、という事に成るのやで。
一日も早く見たいなあ、聞きたいなあ、これはどうも見とうて／＼、聞きとうて聞きとうてならんというは、世界の中にも多分にある。
なれど、容易に見せる事は出けんで。又真に聞きたいと言う者には、そら聞かさにゃならん。
聞かさにゃならんなれど、うっかりとは出せんのや。
どんな事も天然自然に成って来ると諭したるのやで。ぼつ／＼と成って来るのは天然の理という。昨日や今日に出たようなものは天然とは言えん。天然自然の道を外したら、一も取らず、二も取らず、何をしたんやらと言わにゃならんように成るのや。) 

皆々今夜という、今夜は古い中一寸古い話、俺等はこう思う、と言う者あってはならん。古い処は筆取ってないから、道理聞き分け。どういう道から成り立ったる。最初という、三十七年前、その前又長い。三十七年後の者知ってる者一つも無い。ほんの、話にそうであったそうな、と言うだけ。実際見た事は無い。難儀苦行の道は分からん。

(皆々が速やかに神の話を聞き分けて、今夜から始めてこそ道という、今夜の話は古い道の中の一寸した真実誠の古い話を持ち出して諭して居るが、これを聞いて、そうかもしれないが俺等はこう思う、と言うような者があってはならんで。
古い処の話はこれまで詳しく筆を取ってないから分からないであろうが、これから諭す道理をよく聞き分けてくれるよう。
これだけの道はどういう道から成り立ったると思うか。
道の最初というは、三十七年前〈本籍や眞之亮が出て来る以前〉の事であり、その前は又長い艱難の道であった。又三十七年後〈本籍や眞之亮が尽くした後〉の道の為に尽くした者を、知ってる者は一つも無いのや。
ほんの一寸の理を以て以前の話に聞かしたが、そうであったそうなと言うだけの事や。実際に誰も見た事は無い。生まれ変わり生まれ変わりをしながらの、長い間の難儀苦行の道は誰も分からん。)

よう聞き分け。三十七年古い俺等どうや、俺等こうや、影姿無かった。後々難儀は話だけ。皆心に治まってないから、聞いたゞけ。今勢から取り締まり、万事仕難くい。これも古い話、刻限と諭したる。天然というは、皆いつの刻限にも一筆なりと言うてある。三十七年後尋ねてみよ。日々替わり合うて来る。替わり合うて詰める。暑けりゃ、ふわら／＼と扇使いしてでも尋ねらる。又寒けりゃ大火鉢に大き火を起してなりと、尋ねてみよ。嘘は無い／＼。聞いた事は忘りゃせん。
 
(よう聞き分け。三十七年にも及ぶ古い苦労艱難の道を聞いて、俺等は因縁が違うからどうや、俺等は時代が違うからこうやと言っても無理からぬ事であり、誰も皆人として産まれる以前の事であって、影も姿も無かったのや。
後々から聞いた難儀苦労の道は話として聞いただけである。皆々が心に治まってないから真に結構な道である事は分からず、ただ聞いたゞけの事である。
今の勢いから苦労艱難の道を運ぶようと取り締まりをしても、万事の処は仕難くいであろう。
これも古い話であるが、必ず成って来る理が刻限と諭したる。結構な先々の理が治まる天然自然の道というは、皆何時の刻限にも、世界救けの為に尽くす真実誠の道が一筆なりと言うてあるのや。
真実に神の道を通ろうとするなら、澄み切った真実を定めてひながた通りの道を運び、三十七年後の道を尋ねてみよ、と言うのやで。
神の思惑通りの道を運びさえすれば、どんな結構な理も日々替わり合うて出て来るのや。替わり合うて真実の理が詰めるように成るのやで。
暑けりゃ、ふわら／＼と扇使いしてでも尋ねられるであろう。又寒けりゃ大火鉢に大きな火を起してなりと、尋ねてみよ。神のいう事に一つも嘘は無い／＼で。
神に訪ねて聞いた事は、何時までも忘れんようと身に付けさせてやるから誰も忘りゃせんのや。)

これだけ話、早く／＼と思えど、どうもならん。ふでさき証拠。今年先十年二十年先の者成ってから、話というは、実際その場／＼であら／＼分かる、昨日はどう明日はどうと尋ねてみよ。昨日はどうしたこうしたと言えば、分かる。今の事権力あってはならん、微力では行かん。神の道が止まって了うてはならん。

(これだけの話を、早く／＼伝えようと思えど、速やかに聞き分けて運ぼうとする真実が定まらないからどうもならん。口で言っても分からないから、これから先はふでさき通りに成って来るのが明らかな証拠であると言うのやで。
今年より先は神の思惑通りの道を運び、十年の苦労艱難の道を通って神に受け取って貰い、その後神に連れられて真実誠の神一条の道を通り抜け、二十年先の結構な者に成ってからする話というは、皆々が、実際にその場／＼であら／＼の事が分かるようになるのや、そうしたら、昨日はどう明日はどうと尋ねてみよ。昨日はどうしたこうしたと言えば、それについての真実の神の思惑が分かるように成るのやで。
今の道の中の事は、権力で支配するような事があってはならん、又微力では行かん。
何時まで経っても澄み切った真実を定められない為に神が連れて通す事は出来ず、少しも神の話が出来ないような事ばかりで、神の道が止まって了うてはならんのや。)

艱難苦労、教祖存命中、先々映りたる。どうでもこうでも、天然で成り立ったものは、何処から眺めても曇り無い。どんな者が見ても水晶玉の如く、どんな者でもこの道理の一つに集まる。よう思やんしてみよ。これこんなぐらいで神の道止まりて了てはならん。一つの道理に、三十七年後の影も姿も分からん処からの道楽しんでくれ。踏み被ぶりありてはならん。

(真実に神の道を伝えようと思うなら、自ら艱難苦労の道を定めて教祖存命中同様の道を運ぶ事によって、先々に理が写りたるのや。
どうでもこうでも努めさせて貰おうと真実定めて天然で成り立ったものは、何処から眺めても曇りが無いのやで。
どんな者が見ても水晶玉の如く澄んでいるのが道であり、どんな者でもこの道理の一つ道に集まるのや。
よう思やんしてみよ。これこんな話ぐらいで神の道が止まって了てはならんのや。
真実定めて苦労艱難の道を運ぶという一つの道理によって出来上がる道であるが、三十七年後の結構な道の影も姿も分からん処から始め掛けて、天然自然に成って来る真実誠の神の道を楽しんでくれるよう。
踏み被ぶり〈己の間違いだらけの道によって、先々不利益を被るような事が〉ありてはならんで。) 

よう聞き分け。一年でも古い者、後の現場見て居る。新らしい者は結構だけ知って居る。話聞いたゞけで現場分からん。取り持ちという、取り成しという、皆々あちらから持たせば、一つの力、こちらから持たせば、一つの力。あちらこちら四方力と成ったら、六方八方と言う。そうしたら、どんな事したとて、どんな風吹こうとも、倒けそうな事は無い。これは天然と言う。偉い事出けた。六十年という古い道、何処から眺めても彼処から眺めても、出けて来たら世界の玉と言う。それからだん／＼伝える。又、刻限追々する。　
 
(よう聞き分け。一年〈一生涯〉でも古い者は、苦労艱難の道の後の結構な守護の現場を見て居るのや。
新らしい者は結構な道であるという事だけ知って居る。どんな事も、話を聞いたゞけでは実際の現場が分からん。
それを知らす為の取り持ちというのであって、真実の理の取り成しをするのであり、皆々に取り成して真実の理をあちらから持たせば、一つの力に成り、こちらから持たせば、一つの力に成るのや。
あちらこちらに一つの力を持たせて、四方の力と成ったら、六方八方に道が広がると言う。
そうしたらどんな事をしたとて、又どんな風が吹こうとも倒けそうな事は無いで。
これは天然自然順序の道と言うのや。そのような道があちらこちらで見えるように成れば、偉い事が出けたと世界中が言うように成るのやで。
六十年という長い年限尽くし運んだ古い道によって、何処から眺めても彼処から眺めても間違いの無い結構な道が出けて来たら、世界の玉〈宝石、宝〉と言うのや。
それからだん／＼と世界中に真実誠の話を伝えるのや。又、刻限の話も追々にするのやで。)

元へ話を返る。三十七年何も影姿無かったもの。どうもせにゃならんこうもせにゃならん、というは、これは神のしんのはしらと言う。神の力薄いものである、細いものである。なれど、どんな事あっても動かんは、神の道／＼。どうなりこうなり、その日来たい。又そこえ／＼、土台出けたる／＼。あちらにこちらにも、土台出けたなあという。こら雇うてするやない。又価出してするやない。これは天然の理として独り出けて来るで。今の刻限は、これで一筆止め置くと言う。
 
(元へ話を返るで。三十七年以前〈本籍や眞之亮が出て来る以前〉は何も影姿は無かったものである。その中を、どうもせにゃならんこうもせにゃならんと言うて尽くし切る理というは、これは神の道の、しんのはしらと言うのや。
元々の神の力は薄いものである、細いものである。なれど、どんな事があっても神の思惑通りの道を運ぼうとして心動かん理は、真実誠の神一条の道／＼と言うのやで。
神一条の道なら、どんな中でもどうなりこうなり連れて通すのであるが、誰も皆一日も早くその日に来たいと思わなければ成らんのや。
又そうして尽くすなら、そこえ／＼、世界救けの為の真実誠の土台が出けたる／＼という事に成るのやで。
あちらにもこちらにも、結構な道の土台が出けたなあという事に成るのや。
こら雇うてするのやない。又価を出してする道やない。
真実の心一つさえ有れば、これは天然自然順序の理として独り出けて来るのや。今の刻限は、これで一筆止め置くと言う。)




明治三十三年十月七日
刻限の御話（おさづけ御運びのあとにて）
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼／＼一日の日を以て、日に／＼席の中、席の中で、一つ刻限という順序諭し置かんならん。何を諭すなら、よく一つ聞き分けて、事情早く諭したいと思えども、まあ／＼中でどうもならん。さしづというはよう聞き分けにゃならん。さしづに違わん、さしづに無き理付ける。これどうもならん。これからという将来心という、いと言うたらいと、この心取ってくれ。これで万事諭し置かにゃならん。多く中という処、遙々一度来るは容易やない。めん／＼裕福に暮らせば、一つ苦も無い。運ぶ中になあ、日々なあ、それでも厭わずして遙々運ぶ、運ぶ。道のために運ぶ運ぶ。この心、どうでもこうでも一時の処たんのうさし、満足さし、初めて初席という。初席から所々には道順序として、順序許したる。又九度席という。又中に特別、ならん処特別許したるという。諭す九度運び切って、又一日を以て将来の心治めてやる／＼。心に楽しみを持たして、国々内々楽しみ理である。そこで長い話すると、何聞いたやら分からんようになる。そこで、満席一日さづけ頂いた理に、四方々々の話長い話してはならん。書き取りをして書下げだけ諭してくれ。長い話要らん。第一将来の一つの理忘れる。いろ／＼伝えば忘れて了う。前に口中でおいしかったなあと味をみる。又余計の事諭すと前の味忘れて了う。たゞ書下げ三度五度繰り返やし、余計の事は、遠くあちら間違わしこちら間違わし、どうもならん。書取りだけ力入れて所働きさし、何よ明らか分からにゃならん。明らか分からねば盛大と言わん。九度運んで満席、書下げより一つの事は要らん。書下げだけ、よくこれを一度の処二度、二度の処三度、三度の処四度五度六度まで返やせば、心によく治まる。これまで諭したいなれど、それまで諭し難くかった。これから多く中何ぼ連れて戻るとも分からん。戻る者に間違いの理持って帰りては、惣々理も違えるようなもの。これだけしっかり、くどう／＼の理に諭し置こう／＼。聞き取りてくれ。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

さあ／＼／＼一日の日を以て、日に／＼席の中、席の中で、一つ刻限という順序諭し置かんならん。何を諭すなら、よく一つ聞き分けて、事情早く諭したいと思えども、まあ／＼中でどうもならん。さしづというはよう聞き分けにゃならん。さしづに違わん、さしづに無き理付ける。これどうもならん。

(さあ／＼／＼この道は一日の日〈これからは濁り切った人間心を捨ててどんな事も神様の思惑通りに運ばせて貰おうという真実を定める事が出来た日であり、何処までも心温かい救け一条の道の始まりの理〉を以て、日に／＼心を澄まして結構な天の理を与えてやろうとする真実誠の神一条の席の中であるが、その席の中で、世界治まる為のたった一つの刻限という順序の理を諭し置かんならんのや。
刻限の中で何を諭すと言うなら、よくよく心を改めて世界救けの為に尽くそうとしなければ誰も皆通るに通れんように成るという一つの理を聞き分けて、速やかに神の思惑に添おうとする誠の事情を一日も早く運ばなければならないという事を早く諭したいと思えども、まあ／＼の通り良い道ばかり求める残念な人間思案の中ではどうもならんと言うのや。
さしづというは、濁り切った人間思案を捨てて速やかに神の話を聞き分けようとする誠の心を守り通す為のものであるという事をよう聞き分けにゃならんで。速やかに聞き分けようとするならどんな事もさしづの理に違わんように成るのであり、又心次第で、さしづに無きような結構な理も付けるのや。
たったこれだけの事を聞き分ける事が出来ないからどうもならん。)

これからという将来心という、いと言うたらいと、この心取ってくれ。これで万事諭し置かにゃならん。多く中という処、遙々一度来るは容易やない。めん／＼裕福に暮らせば、一つ苦も無い。運ぶ中になあ、日々なあ、それでも厭わずして遙々運ぶ、運ぶ。道のために運ぶ運ぶ。この心、どうでもこうでも一時の処たんのうさし、満足さし、初めて初席という。初席から所々には道順序として、順序許したる。

(これから先は神様に安心して頂けるような道を通させて貰おうというなら、将来の心〈人として生かされて居る限り誰も皆逃れる事の出来ない一つ事情を人間の心に治めるなら、将来の宝と言う。この世の人間は皆神様からのかりもの／＼である。人として生きて居る限り逃れられない一つ事情というは、皆生まれ更わり一つの道であって、いんねん一つの事情である。いんねんの果たしの道は成ると思うて成らん道であり、又成らんと思うて成るがいんねんの理である。この理一つによって生かされて居るという事を心に治め、天然自然に成って来る理を生涯変わる事無く満足たんのうして運ぶなら、長く一つ事情、楽しみ一つの事情が治まる〉を持ってくれと言うのであるが、神がいと〈大層に〉運んでくれるようと言うたら、そのまま素直に運ぼうとするこの澄み切った心を取ってくれ〈わがものとしてくれ〉と言うのや。
これでこそ〈何も案じる事無く速やかに神様の思惑に従ってこそ〉万事の理が治まると諭し置かにゃならんのや。

多くの道の中という処にて、遙々一度の席の為に運んで来るのは容易な事やない。めん／＼が余裕を持って裕福に暮らす事が出来るなら、一つの苦も無いであろう。
忙しい処を工面して運ぶ中になあ、日々忙しくて大変やなあ、それでもいとわずして遙々運ぶ、運ぶ。道のために運ぶ運ぶ。
この心をどうでもこうでも大きく受け取ってやらなければならんから、一時の処たんのうさし、満足さして十分に喜びを与えてやらなければならないのであり、そこで初めて神の思惑通りの理が治まるのであって初席と言うのや。
初席から結構な守護を与えようとしているのだが、難儀をして運んで来る所々には、道の順序として、世界救けの為に尽くす天然自然順序の理として許したるのやで。

又九度席という。又中に特別、ならん処特別許したるという。諭す九度運び切って、又一日を以て将来の心治めてやる／＼。心に楽しみを持たして、国々内々楽しみ理である。そこで長い話すると、何聞いたやら分からんようになる。そこで、満席一日さづけ頂いた理に、四方々々の話長い話してはならん。書き取りをして書下げだけ諭してくれ。長い話要らん。第一将来の一つの理忘れる。いろ／＼伝えば忘れて了う。

又結構な道の理を与えようとする真実誠の席を九度席という。又その中に特別の守護が有って、どうにもならん処を特別に許したる理が有るというのやで。
神が諭す真実誠の九度の席を運び切って素直に心に治めてくれるなら、又定まった一日の日を以てするなら、将来の心を治めてやる／＼と言うのや。
一人一人の心に楽しみを持たしてこそ、国々にも内々にも楽しみの理が写るのである。そこで他の長い話をすると何を聞いたやら分からんようになるのやで。
そこで満席を運んで一日の日を定め、鮮やか明らかなさづけを頂いた理に治まる為には、四方々々の話や長い話をしてはならんのや。
書き取りをして鮮やかな理を伝えようとする書下げの処だけ諭してくれ。長い話は要らん。
神の理が薄くなれば、第一に治めなければならない将来の一つの理を忘れる事に成るのや。
いろ／＼伝えば肝心な事を忘れて了うのやで。

前に口中でおいしかったなあと味をみる。又余計の事諭すと前の味忘れて了う。たゞ書下げ三度五度繰り返やし、余計の事は、遠くあちら間違わしこちら間違わし、どうもならん。書取りだけ力入れて所働きさし、何よ明らか分からにゃならん。明らか分からねば盛大と言わん。

前に口中でおいしかったなあと味をみる。又余計の事を諭すと前の味を忘れて了うであろう。
人間の知恵や知識を持ち出さんよう、たゞ書下げだけを三度でも五度でも繰り返やしすればよいのであって、余計の話をする事は神の話を遠くへ追いやってしまうのであり、あちらも間違わしこちらも間違わしするからどうもならんのや。
書取りだけ力を入れて澄み切った神の理を伝え、皆々に国々所々で鮮やかな神の守護を伝える働きをさして、何世の事も明らかな神の道であるという事を分からにゃならんのや。
世界中が明らか鮮やかな神の働きを分からねば、道は盛大と言わん。

九度運んで満席、書下げより一つの事は要らん。書下げだけ、よくこれを一度の処二度、二度の処三度、三度の処四度五度六度まで返やせば、心によく治まる。これまで諭したいなれど、それまで諭し難くかった。これから多く中何ぼ連れて戻るとも分からん。戻る者に間違いの理持って帰りては、惣々理も違えるようなもの。これだけしっかり、くどう／＼の理に諭し置こう／＼。聞き取りてくれ。

同じ席を九度運んで満席と言うが、書下げより他の一つの事は要らん。書下げだけ諭せば善いのであって、よくこれを噛み砕いて一度の処二度、二度の処三度、三度の処四度五度六度まで繰り返やせば、心によく治まるのや。
これまでも、これが最も大事な事だと諭したいと思ったなれど、それまでは諭し難くかったのや。
これからは多くの中から何ぼの者を連れて戻るとも分からん。戻る者に間違いの理を持って帰しては、創造理〈神様がこの世をお創り下さった元の原因を知らし、どのような心を持ち運べば末永く楽しんで運ぶ事が出来るかを諭して下さる理〉を間違えるようなものや。
これだけの事をしっかりと聞き分けてくれるようと、くどう／＼の理に諭し置こう／＼。
よく聞き取りてくれるよう。)














明治三十三年十月三十一日　午前二時
刻限御話
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
思わく違うで／＼。しっかり聞け。しっかり踏ん張れ／＼。さあ／＼今夜の話／＼というものは、だん／＼遅れ、何よ／＼どうでもこうでも話伝える。話伝えても、心というものは退くにも退かれん。道というものは、どうでもこうでも。道に関があっては通られん。橋があっても橋が腐りて居りゃ通れるか。そりゃ一人や二人は通られぬ事はないけれども、向こうは危ない／＼。道は半ばであれば、分かり兼ねる。分かり兼ねるがもっともである。なれども、刻限という理から諭して基づかねばいかん。道の上に第一差し支えるという理分からにゃならん。どうしょうこうしょう聞き分け。刻限話又ふでさきにも知らしたる。又時々身の障り／＼、皆々道理に諭したる。勝手の良い者用い易い。勝手の悪い者用い難くい。あっちやろうか、こっちやろうか、雨が降る風が吹いたらどうするか。どんな者掛かりてもこんな者掛かりても、何よ神一条と大きな話に止めて置く。世上に見込んだ中に選り出して置きゃ、どんな者も寄り来る／＼。何ぼ言うても諭しても聞き容れにゃ、道がびっしゃりと消えて了う／＼。さあ／＼一日二日十日、もうやろうか／＼、三十日五十日経ったら、その道というものどうなるか。前々建家の話、前に詳しく説いてある／＼。刻限分かりてある／＼。どういう建家、明日日から藁入れ／＼、材木入れ／＼。そうすれば明日日からどんな事でも諭す。その事分からねば幾日経つとも分からんで。道理に適わん事して、どうして行くか。どん／＼定め。明日日から床をめくり材木抛り込め。建家の事知って居るか。だん／＼やい／＼、すっきり説いて置く。あちらこちら出越して居る者、そこえ／＼話し勤め、急には帰る事要らん。けれども、こういう事あったと、得心の理が早く諭すがよい／＼。この道始め家の毀ち初めや。やれ目出度い／＼と言うて、酒肴を出して内に祝うた事を思てみよ。変わりた話や／＼。さあ／＼そういう処から、今日まで始め来た／＼。世界では長者でも今日から不自由の日もある。何でもない処から大きい成る日がある。家の毀ち初めから、今日の日に成ったる程と、聞き分けてくれにゃなろまい。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

思わく違うで／＼。しっかり聞け。しっかり踏ん張れ／＼。さあ／＼今夜の話／＼というものは、だん／＼遅れ、何よ／＼どうでもこうでも話伝える。話伝えても、心というものは退くにも退かれん。道というものは、どうでもこうでも。道に関があっては通られん。橋があっても橋が腐りて居りゃ通れるか。そりゃ一人や二人は通られぬ事はないけれども、向こうは危ない／＼。
 
(人間の道理を持って道を通ろうとする事は、神の思わくとは違うで／＼。
何処まで行っても人間の思うように成らない苦しみの道を満足たんのうして通り抜ける事によって、長い間神の思惑に添えなかった残念の理の掃除をし、速やかに神の思惑を聞き分ける澄み切った心を取り戻さなければならないのやから、少しでも人間思案を出さんようにして神の話をしっかり聞け。
そして、生涯末代守り抜けるようしっかり踏ん張れ／＼。
さあ／＼今夜の話／＼というものは、速やかに神の話を聞き分ける事が出来ない為に、だん／＼道が遅れるという事を伝えるのであるが、何世／＼に置いても人間は皆心次第に生かされるかりものであるから、神の話を聞き分けなければいずれ皆通るに通れなくなってしまうという事を、どうでもこうでも話伝えるのやで。
それだけの話を伝えても、人間の心というものは、因縁が邪魔をして自分で改める事が出来ないのやから、神は退くにも退かれんのや。
道〈一時の苦しみの理に変えて濁り心を改めてやり、末永く連れて通そうとして下さる真実誠の神様の守護〉というものは、人として生き永らえる為にはどうでもこうでも通らなければならないものである。
なれど道に関〈神様の話を聞き分ける事が出来ない残念な心を寄せ付けない為のものであるが、心が改まれば関は神様が外して下さる〉があっては通られん
。橋〈それぞれの道〉があっても、橋が腐りて居りゃ通れるか。そりゃ一人や二人は通られぬ事はないけれども、人間の理を以てするなら向こう〈先々〉は危ない／＼であろう。)

道は半ばであれば、分かり兼ねる。分かり兼ねるがもっともである。なれども、刻限という理から諭して基づかねばいかん。道の上に第一差し支えるという理分からにゃならん。どうしょうこうしょう聞き分け。刻限話又ふでさきにも知らしたる。又時々身の障り／＼、皆々道理に諭したる。
 
(道は半ばであれば何事も分かり兼ねる。神の思惑に沿おうとして己を捨てて通り抜けた誠の道が無ければ、分かり兼ねるのがもっともである。
なれども、必ず成って来る刻限という理から諭して居るなら、どうでも基づかねばいかんで。
明らかな刻限の理に基づかねば、道の上に置いても第一に差し支えるという理を分からにゃならん。
どうしょうこうしょうと迷った時は、誰も皆刻限の理を聞き分けなければ成らんで。刻限で諭す話は又ふでさきにも知らしたる。又時々の身の障り／＼を以て、皆々の道理にも諭したるのや。)

勝手の良い者用い易い。勝手の悪い者用い難くい。あっちやろうか、こっちやろうか、雨が降る風が吹いたらどうするか。どんな者掛かりてもこんな者掛かりても、何よ神一条と大きな話に止めて置く。世上に見込んだ中に選り出して置きゃ、どんな者も寄り来る／＼。

(自分に取って勝手の良いものは皆用い易いであろう。勝手の悪いものは用い難くい。なれど、勝手な人間思案を出してあっちやろうか、こっちやろうかとしても、雨が降る風〈神様の御意見〉が吹いたらどうするか。さしづ通りの道なら、どんなものが掛かりてもこんなものが掛かりても、何よ神一条の道であると大きな話に止めて置くが善い。
世上の道に見込んだ中に、自分が理想とする真実の道を選び出して置きゃ、どんなもの「物事、作用、何らの存在」も安心安全に寄り来る／＼のや。)

何ぼ言うても諭しても聞き容れにゃ、道がびっしゃりと消えて了う／＼。さあ／＼一日二日十日、もうやろうか／＼、三十日五十日経ったら、その道というものどうなるか。前々建家の話、前に詳しく説いてある／＼。刻限分かりてある／＼。どういう建家、明日日から藁入れ／＼、材木入れ／＼。そうすれば明日日からどんな事でも諭す。その事分からねば幾日経つとも分からんで。
 
(何ぼ言うても諭しても聞き容れにゃ、道がびっしゃりと消えて了う／＼で。さあ／＼一日二日十日、もうやろうか／＼、三十日五十日も経ったら、その道というものはどうなるか。
前々から諭して居る建屋の話は、前に詳しく説いてある／＼〈今は未だ仮の道であって、立派な世界救けの道を拵える為の不自由第一の仮普請の理である。立派な世界救けの道を拵えて頂く為に、今一時の自分達の結構を天に供え、今は出来るだけ粗末な建屋を建てさせて頂こうとする誠の理は天の理に適うから多くの人が集まるように成る。時旬の理に反して今立派な建物を建てれば、神様の理は立たないから心通りに道は衰退する。神様の心に沿わなければ道は栄えないどころか、いずれ己の道が消えてしまう事にも成る〉。
それは刻限の理で知らして居るから分かりてある／＼筈や。どういう建屋にするかは心次第であり、天の道理に沿えるよう明日日から藁入れ／＼、材木入れ／＼をするが善い。
そうすれば明日日からどんな事でも諭すで。その事が分からねば真実誠の神一条の道には成らないのであり、明らか鮮やかな神の道が出来上がる為には幾日経つとも分からんのや。)

道理に適わん事して、どうして行くか。どん／＼定め。明日日から床をめくり材木抛り込め。建家の事知って居るか。だん／＼やい／＼、すっきり説いて置く。あちらこちら出越して居る者、そこえ／＼話し勤め、急には帰る事要らん。けれども、こういう事あったと、得心の理が早く諭すがよい／＼。
 
(天の道理に適わん事をして、どうして結構に行くか。神の思惑通りの道なら、どん／＼定めるがよい。明日日から床をめくり材木を抛り込め。
建屋の事〈広くて大きな世界救けの道を拵える為の、真実誠の裏の理である事〉を知って居るか。

だん／＼の道やい／＼、知らなかったでは済まされないからすっきりと説いて置くのや。あちらこちら出越して居る者は、そこえ／＼治まるように話しを勤めれば良いのであって、急には帰る事は要らん。
けれども、こういう結構な事があったと得心の理が治まるようにして、一日でも早く多くの人々に諭すがよい／＼。)

この道始め家の毀ち初めや。やれ目出度い／＼と言うて、酒肴を出して内に祝うた事を思てみよ。変わりた話や／＼。さあ／＼そういう処から、今日まで始め来た／＼。世界では長者でも今日から不自由の日もある。何でもない処から大きい成る日がある。家の毀ち初めから、今日の日に成ったる程と、聞き分けてくれにゃなろまい。

(この道の始めというは、家の毀ち初めからや。やれ目出度い／＼と言うて、酒肴を出して内に祝うた事を思ってみよ。変わりた話や／＼。
さあ／＼そういう処から、今日まで始め来た／＼。世界では長者でも今日から不自由の日もある。何でもない処から大きい成る日がある。
誰も皆、家の毀ち初めから今日の日に成ったる程という真実の理を聞き分けてくれにゃなろまい。)
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しばらくして
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼又々一声々々、さあ／＼だん／＼話し掛ける。固め／＼にゃならんで。あちら向いてる者も、こちら向いてる者も、道という道理、精神結ばにゃならん。あちらが錆付く。捨てゝ置けん／＼。心という理添わんとは、肝心道理適うか／＼。適わぬさかいの理を諭す。第一々々、第一の中にも、第一の理を楽しんで通るなら、一言の言葉、万言の理に添う。一致一つの理で添う。ほんにそうか、世界へ響くという。さあ言え／＼。皆々聞き分けてくれにゃならん。国々名称の理を下ろしてある。教会々々、一名称々々々、芯という者あろ。よう聞き分け。その者から心分かりてくれ。その者から一時に攻められたら、とても／＼、踏み止められはせんで。さあ／＼皆勇んで掛かれ。勇む事に悪い事は無いで。あちらこちら神が駈け廻り、修理肥を撒いたるようなもの。これは容易でなかった。これからは取り込み一条、今ぢばに何人居るか。世界の中からは僅かやろ。これ、楽しますのと、怒らすのと、どうなるか。これだけ諭したら分かる。これをどうやこうや言う者は、道の者やありゃせん。道理に適わん事したら、どうでもこうでも行きやせん。さあ／＼／＼何でも彼でも、早く／＼救けにゃなろまい／＼。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

さあ／＼又々一声々々、さあ／＼だん／＼話し掛ける。固め／＼にゃならんで。あちら向いてる者も、こちら向いてる者も、道という道理、精神結ばにゃならん。あちらが錆付く。捨てゝ置けん／＼。心という理添わんとは、肝心道理適うか／＼。適わぬさかいの理を諭す。

(さあ／＼又々一声々々、さあ／＼だん／＼と難しい事を話し掛ける。どのような事も、段々と刻限どおりの理に固め／＼にゃならんで。
あちらを向いてる者も、こちらを向いてる者も、道の為に尽くそうとしてこそ立つという天の道理を聞き分けて、教え通りに貫こうとする誠の精神を結ばにゃならんのや。それが分からんからあちらが錆付く。それでは可哀そうやから捨てゝ置けん／＼と言うのや。
親神の心という理に添わんという事は、末永く人として連れて通そうとする肝心な道理に適うか／＼。適わぬさかいの理を諭すのや。)

第一々々、第一の中にも、第一の理を楽しんで通るなら、一言の言葉、万言の理に添う。一致一つの理で添う。ほんにそうか、世界へ響くという。さあ言え／＼。皆々聞き分けてくれにゃならん。国々名称の理を下ろしてある。教会々々、一名称々々々、芯という者あろ。よう聞き分け。その者から心分かりてくれ。その者から一時に攻められたら、とても／＼、踏み止められはせんで。

(人の為世界の為に尽くそうとするなら第一々々の理が治まる、そうして通る第一の中にも、何もかも捨てて世界救けの為に尽くそうとする第一の理を楽しんで通るなら、発する一言の言葉は万言の理に添うのや。
世界救けたいばかりの真実誠の神の思惑と、その為に尽くそうとする誠の心が一致一つの理で添うのや。
それによって、ほんにそうかと世界へ響くと言うのやで。
さあ神の思惑通りの道を通り抜けて十分に言え／＼。皆々聞き分けてくれにゃならんで。
十分な働きをするなら、国々所々にも名称の理を下ろしてあるのや。教会々々、一名称々々々、芯という者あろ。よう聞き分け。
その者から真実誠の神の心を分かりてくれ。真実誠の神の思惑を持って、その者から一時に攻められたら、とても／＼、人間の力では踏み止められはせんで。)

さあ／＼皆勇んで掛かれ。勇む事に悪い事は無いで。あちらこちら神が駈け廻り、修理肥を撒いたるようなもの。これは容易でなかった。これからは取り込み一条、今ぢばに何人居るか。世界の中からは僅かやろ。これ、楽しますのと、怒らすのと、どうなるか。これだけ諭したら分かる。これをどうやこうや言う者は、道の者やありゃせん。道理に適わん事したら、どうでもこうでも行きやせん。さあ／＼／＼何でも彼でも、早く／＼救けにゃなろまい／＼。

(さあ／＼皆勇んで掛かれ。勇む事に悪い事は無いで。皆が勇めば、あちらこちらに神が駈け廻り、修理肥を撒いたるようなものや。これは、今まで容易でなかった事やで。

これからは取り込み〈収穫が始まる、遅れた道の処理等の用事が立て込む、邪魔なものを片付ける為の恐ろしい出来事などでごたごたする〉一条、今ぢばに真実神の話を聞き分けようとする者が何人居るか。世界の中からはもっと僅かやろ。
これによって、神を楽しますのと、怒らすのと、その違いはどうなるか。これだけ諭したら分かるであろう。これをどうやこうや言う者は、道の者やありゃせん。
天の道理に適わん事をしたら、どうでもこうでも行きやせん。さあ／＼／＼何でも彼でも、早く／＼救けにゃなろまい／＼。)


